
１.はじめに

2011年３月11日に東北地方に巨大地震が発生し、福

島原子力発電所から多量の放射性物質(ヨウ素やセシ

ウムなど)が拡散した 。その後、さまざまな中学校や

高等学校で放射線に関する内容を取り入れた講義や実

験を新たに実施するようになってきた 。しかし、和歌

山県内の多くの教員は放射線に関する指導経験がほと

んどなく、放射線の種類や単位を教えることも難しい

状況であると思われる。

そこで、我々は市販されている放射線測定器で身近

な建物やトンネル中の空間放射線量率を測定すること

を試みた 。その結果、文献３、４のように建物内や

トンネル内では花崗岩などの岩石に含まれるウランや

トリウム、カリウムなどの放射性核種による影響のた

め線量率が大きくなることが確認できた。さらに、海

上では水によって多くの放射線が遮られることがわか

った 。

最近、これらの研究に続いて、和歌山県内の空間放

射線量率を測定し、地域による線量率の違いを調べて

みた。その結果、和歌山県内では線量率に大きな差が

なく、放射線を多く放出するような土壌がないことが

わかった 。

本研究では、和歌山県内の多くの中学生や高校生に

放射線を身近に感じてもらうために和歌山県内や県外

の鉄道、さらに新幹線に乗車したときの空間放射線量

率の変化を調べてみた。すでに、文献３で南海電気鉄

道(南海本線、和歌山市－なんば間)や新幹線(東海道、

山陽)に乗車したときの線量率を測定しており、今回は

JR西日本(きのくに線、和歌山－新宮間)、近畿日本鉄

道 (大阪難波－名古屋間)に乗車したときの線量率を

測定してみた。さらに、土壌から放出される放射線量

が大きく変化する東海道新幹線の三河安城駅付近の線

量率 についても比較のため測定した。

最後に、これらの研究を教員免許状更新講習で紹介

し、放射線教育を実践してみた。このとき、放射線を

身近に感じてもらうために本研究で用いた市販の放射

線測定器の原理や使い方も詳しく説明した。

２.実験方法

放射線(ガンマ線)の測定(空間放射線量率の測定)は

シンチレーション式検出器(堀場製作所製PA-1000、ク

リアパルス社製A-2700、岩通計測社製SV-2000)を用

いて行った。

３.結果と考察

JR西日本(きのくに線、和歌山－新宮間)に乗車した

ときの空間放射線量率の変化を図１に示す。

きのくに線は主に紀伊半島の海岸線を走行する鉄道

路線であり、山間部を走らないため高度差の違いによ

る線量率への影響は小さいと思われる。一方、この実
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図１ 和歌山-新宮間の空間放射線量率の変化
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験結果からトンネル中における線量率の増加が顕著に

見られた。特に、今回の実験では１分以上のトンネル

通過でトンネル中の線量率はトンネル外に比べ約２倍

の線量率が得られた。これはトンネル内で岩石に含ま

れる放射性物質が線量率に強く影響するためである。

一方で、和歌山と新宮など地域の土壌による大きな線

量率の差異は見られなかった。

次に、近畿日本鉄道(大阪難波－名古屋間)に乗車し

たときの空間放射線量率の変化を図２に示す。

この路線は、桜井－津間で紀伊半島の山間部を横断

するが、トンネルを通過するため高度差による違いは

ほぼ見られない。そして、この実験結果においても図

１と同じようにトンネル中における線量率の増加が確

認できた。さらに、河川を橋で通過する際に線量率の

減少が顕著に見られた。これは、海上と同様に水によ

って多くの放射線が遮られるためであると思われる 。

次に、三河安城付近の空間放射線量率を図３に示す。

三河安城付近は、東西で地質の違いがあり空間放射

線量率が大きく変化することが知られている 。そし

て、今回の実験結果である図２、３から、大阪府、奈

良県から愛知県にかけて平地の線量率が約0.04μSv
 

h であるが、三河安城より東側では関東ローム層によ

って花崗岩などの岩石からの放射線が遮蔽されるため

線量率が約0.025μSv h となり減少していることが

確認できた。一方、図１-３より紀伊半島の平地の大部

分の線量率は花崗岩などの岩石が地表に露出している

ため0.04μSv h 程度になったと考えられる。この得

られた線量率は体の健康を害するような値ではなく、

関西地域の一般的な空間放射線量率であると言える 。

次に、和歌山県立新宮高等学校で測定した教員免許

状更新講習の実験結果を表１に示す。

これらの値は、文献４、５で報告している和歌山大

学や和歌山県立熊野高等学校での実践例と類似し、建

物内と外で空間放射線量率の違いが見られた。建物内

や玄関の線量率の値が大きいことから、建物の建材に

放射性物質が含まれていることが予想される。この放

射性物質に関してはウランやトリウム、カリウムなど

の放射性核種が考えられる 。ただし、この線量率の違

いはごくわずかであり、我々の体に影響を及ぼすよう

な値ではない 。最後に、受講生の放射線に関する感

想を以下に示す。

図２ 大阪難波-名古屋間の空間放射線量率の変化

図３ 名古屋-浜松間の空間放射線量率の変化

表１ 新宮高等学校で測定した空間放射線量率

0.073中 庭

0.107

教 室 0.089

玄 関

線量率/μSv h場 所

教員免許状更新講習後の感想

放射線がレントゲンなどに活用されていることを紹介
したい。

放射線に対する理解を深め、怖がらないようにしたい。

放射線を理解し、正しく恐れることが大切であると思っ
た。

以前、関西電力の方に来ていただいて原子力発電のお話
を聞くことができました。

小学校の授業で放射線を扱ったことがありません。この
講習で多くのことが知れてよかったです。

今後、放射性廃棄物から地球をどう守っていくかを話し
合ってみたいと思う。

放射線に関する動画を活用しながら子ども達にさまざ
まなことを考えさせたい。

生徒たちと一緒に放射線量率を測定することで、放射線
をより身近に感じることができるのではないかと思う。

自分の持っているイメージだけで物事を判断するので
はなく、正しい情報を伝えることが大切である。

近くに放射線計測器を貸してもらえるところがあるの
で、利用したい。
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このアンケート結果から、実際に空間放射線量率を

測定したり、身のまわりの線量率を知ることにより、

放射線を怖がらず正確な情報を小中学校や高等学校の

生徒に伝えることができることがわかった。

本研究は、JSPS科研費18K02977の助成を受けたものである。

また、本研究の和歌山－新宮間の空間放射線量率の測定は和歌

山大学教育学部漁野貴洋君の実験によるものである。
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